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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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格子投影法による平面状物体の面外振動分布の 

測定方法 

Measurement method of out-of-plane vibration distribution on planer body  

by grating projection method 

 

1 適用範囲 

この規格は，主に産業機械装置，及び橋りょう（梁），道路などの一般構造物を構成する平面状物体の振

動測定に用いる格子投影法による平面状物体の面外振動分布の一般的な測定方法について規定する。 

この測定方法は，機械及び構造物の設計時及び／又は製造時の振動特性の把握，機械・構造物の受入試

験時及び長期運転時の振動特性の把握，並びに振動特性の改善に適用可能である。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0153 機械振動・衝撃用語 

JIS B 7506 ブロックゲージ 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS B 0153 による。 

3.1 

格子投影法 

測定対象物体に投影された格子を投影方向と異なる方向から観測して格子の変形量（ゆがみ量）を測定

し，測定対象物体の変位・変形・形状を求める方法 

注釈 1 測定対象物体に投影された格子を投影方向と異なる方向から観測すると，物体の変位・変形・

形状に応じた格子のゆがみが観測される。この観測される格子の変形量（ゆがみ量）を測定し，

測定対象物体の変位・変形・形状を求める方法である。 

注釈 2 この方法は，三角測量の原理を利用している。 

注釈 3 この規格では，格子投影法を物体の変形による振動変位の測定に用いている。 


